
第 25 回地域連携手帳委員会（略称：手帳委員会） 
                               
   日時 平成２８年４月２１日(木) １３時３０分～ 
 
１．連携手帳の現状と問題点 
  ・在庫 約１５０部あり 
   おおよそ２、３か月分。無くなり次第むすびあい手帳へ移行となる。 
  ・むすびあい手帳の基本の流れについて 
   地域包括支援センターより必要部数を市へ発注し、ケアマネージャーへ配布する。 
   ケアマネージャーより対象者に配布。 
   現在、秋葉区は地域包括支援センターにいつ日宝町が一括して対応しているが、 
   移行後は各地域包括支援センター（３か所）が対応する。 
  ・配布方法 
   これまで秋葉区では各サービス事業所を利用時に手帳を配布していた。 
   むすびあい手帳の基本の流れに変更となると、ケアマネージャーの負担が多いので

はとの意見あり。配布方法についてはケアマネージャー部会でも検討される。 
  ・運用 
   費用：市の負担 
   毎月の配布部数を地域包括支援センターが市へ報告し、部数の把握を行う。 
 
２．連携手帳の発展的利用 
  ・ケアマネージャー部会（６月）にて区役所より手帳運用の説明を予定している。 
 
３．新津地区における摂食嚥下障害への取り組み 
  摂食嚥下障害支援検討会議 
  新潟市医師会地域医療研究助成金 
  地域連携手帳への情報提供：摂食嚥下のページ追加 
 
 ・手帳用シート２種類作成 
 ① 摂食嚥下機能評価内容・指導内容シート 
   摂食嚥下機能評価を行った際に記載し、手帳に挟む。 
   摂食嚥下障害者支援医療機関が使用する。 
 ② 栄養・摂食嚥下に関する情報シート 
   ＨＰにアップし、患者・利用者が記載し活用する。 
 
 



 ・研修会の開催 
  第１回摂食嚥下障害研修会「摂食嚥下障害のみかたと対処方法」 
  日時 平成２８年５月２８日（土）１４：００－１７：００ 
  場所 下越病院講堂 
 
  第２回摂食嚥下障害研修会「摂食嚥下障害と嚥下調整食について」予定 
  嚥下調整食について学ぶとともに、各施設の食事を持参していただき、グループ 

ワークを行う。 
  日時 平成２８年６月２５日（土）１４：００－１７：００ 
  場所 下越病院講堂 
 
４．新潟市医師会「在宅医療ＩＴ連携事業」活動 
  平成２８年３月１５日 ＩＴ運営委員会にて総括報告書の検討が行われた。 
  ・Ｎｅｔ4Ｕの導入、運用によって患者情報の共有化を図るツールを全体に広める礎は

整えられた。紙ベースでの共有に比べて即時性が高く、複数人での情報共有に利便

性が高いことが評価されている。 
  ・手帳による情報共有から電子カルテへの結びつきについて検討が必要である。 
 
５．その他 
             次回手帳委員会 

 平成２８年 ６月２３日（木）午後１時３０分から 
             新津医療センター病院大会議室 
 


